
束
の
間
の
孫
の
帰
省
や
三
世
代
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
　
功

あ
の
時
の
約
束
今
は
ま
ぼ
ろ
し
か
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

約
束
に
慌
て
ふ
た
め
く
朝
寝
坊
　
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一

札
束
を
枕
に
か
え
て
寝
て
見
た
い
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

人
生
っ
て
過
去
は
束
の
間
余
生
悔
な
く
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
己

束
の
間
の
逢
瀬
あ
の
娘
は
夢
の
中
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

辞
書
引
い
て
二
束
三
文
た
し
か
め
る
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

七
人
の
食
を
束
ね
た
日
々
何
処
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

東
向
き
初
物
喰
っ
て
ア
ハ
ハ
の
ハ
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
　
遠
藤
　
八
重

札
束
を
数
え
に
数
え
目
が
覚
め
た
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

ゴ
ミ
の
日
に
束
ね
捨
て
た
い
老
い
と
ボ
ケ
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

私
に
も
あ
っ
た
ね
黒
髪
束
ね
た
日
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
佐
藤
　
幸
子

束
ね
髪
あ
ふ
れ
て
女
の
肩
で
ゆ
れ
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

束
ね
て
よ
空
遠
く
声
誰
に
言
う
　
　
　
　
　
　
長
井
市
　
鈴
木
　
ト
ミ

寒
雀
丸
く
な
り
つ
ゝ
束
に
な
る
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

花
束
に
愛
情
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

可
哀
相
悪
に
利
用
の
札
の
束
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

稲
束
を
は
せ
掛
け
し
て
た
父
忍
ぶ
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

札
束
を
見
知
ら
ぬ
息
子
挙
げ
て
悔
い
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

年
老
い
て
約
束
わ
す
れ
ど
こ
へ
行
く
　
　
　
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

今
昔
も
一
家
束
ね
る
母
の
知
恵
　
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

立
行
司
羽
織
る
装
束
名
勝
負
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

喜
寿
祝
い
孫
の
花
束
紅べ
に

笑
顔
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

孫
に
に
と
一
束
買
っ
た
赤
い
下
駄
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
市
　
村
上
　
桂
造

長
老
は
派
閥
束
ね
て
力
誇
示
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

明
日
起
き
る
約
束
の
な
い
床
に
着
く
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

無
造
作
に
束
ね
た
ま
ん
さ
く
に
春
止
ま
る
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 束 ―　　 

次回「覚」三月二十五日まで／「町」四月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　２月３日、山峡紅の里で開催された「しらたかスノーフェスティバル」
に、本校生徒会から 15名が参加し、各種イベントの運営などに協力さ
せていただきました。また、恒例の鍋合戦では「食べてびっくりホワイ
トカレ－」を提供。何度も試作を繰り返し当日に臨みました。当日は多
くの方に並んでいただき、声をかけていただきました。成績は、あと一
歩の準優勝でしたが、荒砥高校の良さを十分アピールできたと思います。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

「音楽コミュニケーション」
  選択者による演習実習

　１月 24 日、普段の学習の成
果を発表する機会をいただき、
「愛真こども園」へ訪問させて
いただきました。園児の皆さん
の知っている曲を披露し、一緒
に楽しむことができました。

荒高掲示板 
・２・３年次生の演奏実習

・しらたかスノーフェスティバル 

しらたかスノーフェスティバル

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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　もうすぐ卒業を迎える中学３年生。同時に９年間毎日

食べた学校給食からも卒業です。思い出に残った献立は

何だったでしょうか。例年３月に、中学校の卒業生のみ

を対象として “卒業お祝い調理場手作りデザート” をお

届けしています。また、リクエスト給食にたびたび登場

するような人気メニュー、鶏肉のレモン漬け、カミカミ

サラダ、ミネストローネなどを随所にとり入れ今年度の

給食を締めくくります。さらには、どりいむ農園のいち

ごも食べ頃です。学校毎に日にちを決めてお届けします。

　食べることは生きること。子どもたちが、「食べる」

という生きるうえで最も大切なことをおろそかにせず、

卒業後も変わらず健康で、生き生きとすばらしい未来に

向かってしっかり歩んでくれることを願います。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― ―

●主な動静
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

●町長交際
支出日 区分 支出額 内　　　容 支出日 区分 支出額 内　　　容

２月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120
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